
ビジネスパーソンにとっての小唄
会長メッセージ

　先週は四山楼での新年会でしたが、冒頭から「新年挨拶代り
に小唄を」などということをやってしまいましたので、困惑された
方も多かったと思います。私が「初雪に」を、山形小唄会５名で「木
遣りくずし」を唄いましたが、賛否両論・議論百出でした。「初雪」
は「カラオケに比べて声が出ていない」とか「菊弥の方ばかり見
ていた」、「木遣り」に対しては「とてもよくハモっていた」という“お
ほめの”言葉のほか、「自分も唄えるのになぜ舞台に上げなかっ
たのか」とおっしゃった方もいました。
　その中で、「小唄とはそもそも何か」という質問がありました。
　小唄は、もともと「端唄（はうた）」から派生して東京で定着し
た「江戸小唄」が一般的で、宴席の中で、かつ狭いスペースでや
るため、長唄などに比べ全体にシンプルです。伴奏は鳴り物なし
の三味線だけ、三味線も撥（ばち）ではなく爪で弾き、唄の長さ
は１分から長いものでも３分程度です。抑揚や節回しが多いのが
特徴でそれが粋な雰囲気を醸し出すのですが、歌詞だけで譜面
が無いので覚えるのに皆さん夫々工夫をされている様です。
　では、小唄は単なる遊びや趣味なのかというとそうではなく、

ビジネス上（ビジネスパーソンとして）身に付けておくべき重要な
ツールという、また別の顔があります。私は銀行時代福岡支店に
いましたが、博多は町人の町で、料亭や｢券番｣と呼ばれる芸妓
組織がありました。支店長や課長にとって小唄はゴルフやカラオ
ケ以上に重要な「必修科目」で、小唄の稽古が日中の業務時間
でも認められていました。社宅では隣の課長の部屋から小唄を練
習する声が聞こえて来るのですが、これがまたひどい代物でした。
ただ、うまいか下手かは問題でなく、とにかく１曲でも持ち唄を
披露することで、ゲストとホストがフラットな立場でおつき合いし
信頼関係を築くことができる（ビジネス上はそれで初めて交渉の
テーブルにつける）。それが小唄の役割でした。

　時代の流れもあり博多でも京都でもそうした慣習や嗜みは廃れ
つつあるものの、まったく無くなった訳ではないと聞きました。「ま
るっきりの仕事でもないし、かと言って遊びや趣味という訳では
ない」あるいは「それによって仲間も増えるし豊かな人生につな
がる」という点は、ロータリー活動と大いに重なるものではない
かと感じています。

■ 点鐘／12：30　  ■ 例会場／山形グランドホテル：サンリヴァ　  ■ 出席報告／54名（会員数 89名）
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株式会社ウンノハウス 代表取締役社長　工藤　和夫 さん

年初早々の能登半島地震から早１ヶ月が経過。地震被害を受けられた方々が一日も早く日常を取り戻すことを心よりご祈念申し上
げます。さて、本日例会では田中会長から小唄を学ぶ「意義」についてお話しいただきました。環境変化のなかで、その位置付け

は「必修」から「選択（!?）」科目となった節もございますが、その根本にある「地域に学ぶ努力を積み重ね、信頼を得ていく姿勢」については我々世
代も改めて深く認識しなければ…と感じたところです。また、ウンノハウス・工藤和夫社長による会員卓話においても、環境変化に適応しビジネスモデ
ルを変化させながらも「耐震強度」という安全・安心の源を大切にしながら、地域からの「信頼」を積み重ねて来られた歴史を強く感じることが出来ま
した。新年最初の月終わりに際し、「地域からの信頼」の重要性を改めて考える貴重な機会をいただいた例会となりました。� （担当／笠原康弘）

『地域に寄り添った家づくり 65年間地域のお客様からのご要望でできた家』

　こんにちは、本日はこのような機会を与えていただいたことに、感謝をも
うしあげます。また、今年、新年に令和６年能登半島地震が発生して、被災
された方々にお見舞い申し上げます。私は東日本大震災発生時に仙台市に住
んでおりました。能登半島の皆様の一日も早い復興を願っております。それ
では地域に寄り添った家づくりを行ってきた私の自己紹介をさせていただき
ます。
　当社は、故海野林作会長が創業者です。製材業から、住宅産業を行い、分
譲住宅主体だった会社を注文住宅の会社にしていきました。海野林作会長は、
田中会長から、ご挨拶であった通り、何事にもありがとうと感謝の言葉を
言っておられました。わたくしたちに、笑顔は最大の見方成りといつも、おっ
しゃっておりました。大変信仰心が高く、あとでお話しますが、長年、身延
山・七面山などに事業計画達成祈願を目的に参拝されていました。2022年
８月７日�97歳で亡くなりました。２日前まで、会社に出社されていまして、
突然の別れになりましたこと、残念に思っております。2022年11月７日お
別れの会を開催させていただきましたが、たくさんの方が参加していただい
たこと、改めて感謝申し上げます。
◯スライド３：この写真は、東日本大震災発生の３か月後の名取市閖上団地
の当社お客様の家の写真です。閖上団地は、数百世帯を超える団地でしたが、
東日本大震災で震度７の地震と５ｍの津波が発生しました。当社の住宅だけ
が残り、ほとんどの建物が倒壊し津波で流されました。他のエリアでも、荒
浜地区、岩沼地区、塩釜地区・七ヶ浜地区同様に当社の建物は、残っており
ました。残った要因は、建物に耐震という性能があるのですが、当社は、私
が入社して何度も地震被害を経験しまして、25年前よりお客様の要望もあり
まして、耐震性が高い建物を建てることを決めて建設してきましたので、建
築基準法の基準以上の耐震性がある建物となっております。この耐震性の違
いで、このような状況になったと推測されます。当然全壊の保険適用になり
ますが、お客様の生命・財産をいくらかでも守ることができたと思っており
ます。住宅品質確保促進法での耐震等級とは耐震等級１が建築基準法に沿っ
た耐震で、耐震等級２が耐震等級１の1.25倍、耐震等級３が耐震等級１の1.5
倍の耐震性です。熊本地震でも、同じ状況になり、その後は、耐震等級３相
当の家を建設する会社がふえてきました。１階の外壁が破損していますが、
船が流され外壁にあたり破損しました。窓の部分に、合板が張られています
がこれは、住宅の中の家財が泥棒に侵入され盗まれたので、防止のため緊急
に取り付けました。当時は合板が不足していて、このような簡易な施工になっ
てしまいました。この閖上地区は５ｍかさ上げ造成され、素晴らしい区画で
完成しました。宮城のお客様は地震保険加入率が高く、当社のお客様も同じ
間取りで再度この閖上地区に自宅住宅を建設されまして、快適に生活されて
います。
　当社は、お客様へ入居時とご入居後一年後にアンケートを行っており、様々
なお客様からのご意見をいただいております。そのご意見などを参考に常に
設計・構造・デザイン・施工・メンテナンス等に生かしながら新たな商品づ
くりを行っております。
◯スライド４：CLTとは、ご存じのようにクロス・ラミネーテッド・ティン
バーの略で、木材の繊維方向を交差させて張り合わせる集成材の板です。耐

火性・耐震性に優れ、８階
建ての建物も可能な構造を
有しています。間伐材を含
めた、木材の有効利用が図
れる材料で、資源の有効活用が図れ、構造的に強い建物が建てられることが
特徴です。当社は家づくりの事業において、木（樹木）という自然・森林の
めぐみを使っています。その森を守り支えていく森林ボランティア活動を社
会の一員として永続的に活動しております。飯豊町の源流の森で、スギ花粉
が飛散しない杉の木を含め、900本の木を育てております。
◯スライド５：これが、クアオルト�上山�健康経営�相互応援協定書です。指
導者による案内で坊平の横の森を150分トレッキングしています。2022年
６月は坊平の上のほうまで、90分トレッキングしました。2022年10月はア
スリートビレッジのところまで、トレッキングしました。2023年10月は宮
城県県境の山のおね下まで180分トレッキングしました。約９キロの距離で、
川を渡ったり、岩の丘を横切ったりの思ったよりきついトレッキングでした。
この活動の後は、全員で地元山形の食事を食べます。そばを打って食べたり、
地元のペンションでピザを作り焼いて食べたりしています。今回は、ジンギ
スカンといも煮を宮城・福島の社員とともに食べました。
◯スライド６：会社で歩く山の会を作り、2022年８月に月山登山をしました。
ふもとは天気ですが登山中は霧が晴れなく残念でした。６時間の登山で、結
構大変な登山でした。2023年８月は、福島の一切経山に登りました。４時
間の登山でした。天気が良く景色も素晴らしかったです。参加者１名が登山中、
足の痙攣になり初心者コースと案内がありましたが、それなりの山でした。
◯スライド７：毎年、事業計画達成祈願に山梨県身延山久遠寺、七面山敬慎
院（ケイシンイン）、最上稲荷、古峰神社に行きます。故海野会長が参拝に行っ
ていましたが、高齢になり行けなくなったので、私と専務が行くようになり
ました。ちなみに、故海野会長は、七面山には103回登っております。
達成祈願の２日目に1989mの七面山山頂までの登山があります。約５時間
の登山です。かなりきつい登山ですので、毎年６月頃よりトレーニングして、
登頂しますが毎年苦労します。この日は、七面山山頂の宿坊に泊まり、朝４
時起床、朝４時30分から敬慎院で朝の参拝後、５時40分頃に富士山山頂か
らのご来光が見えます。
◯スライド８：この写真は2020年のご来光の写真です。
◯スライド９：次の写真は、2021年９月23日のご来光の写真です。雲海が
大変美しく、今でも鮮明に残る思い出であります。これ以降、２年間はご来
光が見えなかったので残念です。下りは、約３時間かかります。この二日間
の歩数は、約40,000歩でした。
◯スライド10：趣味が無農薬野菜作りですが昨年の夏の日の朝の収穫です。
ニンジン・パプリカ・ゴーヤ・ナス・トマト。違う日の収穫です。キュウリ・
オクラ・モロヘイヤが取れています。ジャガイモです。今年は40㎏くらい取
れました。ブルーベリーです。大きいのが取れます。
◯スライド11：昨年の秋の日の収穫です。ふだん草、春菊、カブです。昨年
12月はじめに収穫した、大根です。65本収穫できました。
　つたない自己紹介になりましたが、ご清聴ありがとうございました。


